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はじめに 

http://3pljapan.com/


3 
はじめに 

目指す姿 

自動荷下ろし 

自動搬送 

自動棚入れ 
自動仕分け 

自動荷積み 

倉庫の状態を 
データで可視化 

提供：プラスオートメーション株式会社 

ピッキング 

検品 

http://3pljapan.com/
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多くの企業様の 
現在地はどこで、 

 
このシステムは 
何合目なのか？ 

はじめに 

http://3pljapan.com/


5 
目次 

 

1. 考察、仮説、研究目標    10分 

2. 成果物 成熟度マップ、ロードマップ 10分 

3. 成果物 事例①     3分 

4. 成果物 事例② （動画あり）   5分 

5. 資料DLのご案内、今後に向けて  2分 

http://3pljapan.com/


6 
考察 -物流事業者の現状 

物流2024年問題を背景に 

「DXによって様々な課題解決にあたるべし」 

という風潮 

出典：Hacobu│物流DX実態調査リポート「2024年問題」対策の実態と課題 

必要性を感じている 必要性を感じていない 

「必要性を感じている」「予定がある」「取
り組んでいる」 
2023年：92.1% 

http://3pljapan.com/


7 
考察 -物流事業者の現状 

約50％ 
 

IT投資に踏み切れていない 

IT予算 「増減なし」・「減少」 
2024年：48.8% 

IT予算 増加 
2024年：51.3% 

出典：JUAS 一般社団法人 日本情報システムユーザー協会│企業IT動向調査報告書2024 

http://3pljapan.com/


8 
考察 -物流事業者の現状 

CIOの設置状況は約10％ 
 

経営レベルでの目的・視座が 
ITに対して不足している 

出典：JUAS 一般社団法人 日本情報システムユーザー協会│企業IT動向調査報告書2024 

設置していない CIOがいる（専任） CIOがいる（兼任） 

「CIOがいる」
2024年：11.2% 

http://3pljapan.com/


9 
考察 -物流事業者の現状 

アナログ運用が多いため 
そもそもデータがない 

出典：JUAS 一般社団法人 日本情報システムユーザー協会│企業IT動向調査報告書2024 

データ活用 
人材の 
量的不足 

データ活用 
人材の 
質的不足 

データ活用 
意義の 
理解不足 

データ活用 
ROIが不明 

データ量の 
不足 

データ種類の 
不足 

必要性が不
明 

3位 2位 4位以下 4位以下 1位/10業種中 1位/10業種中 
3位 

運輸・倉庫事業者のデータ活用に関する課題感の強さ 
全10業種中、運輸・倉庫事業者が「課題」と回答した企業割合のランキング 

http://3pljapan.com/


10 
導き出された仮説 

目的・視座 

物流システム・データ活用 成熟度 

目的がない 

現状で満足 

アナログ 

勘と経験 

自動化・効率化 

高い品質維持 

全体最適化 

戦略機能化 

デジタル化・標準化 

データ活用分析 

全体最適化 

戦略機能化 

なんのために 

何をどうすれば 

良いのか 

わからない 
段階を踏むガイドが 
必要なのではないか？ 

http://3pljapan.com/


11 
導き出された仮説 

アナログ デジタル化 標準化 

そもそものデータを得るための 

デジタル化・標準化 
が最優先 

http://3pljapan.com/


12 
目標 

物流システム・データ活用における 

 

 

 
 

を作成することにより、以下の成果を目指す。 

• 物流システム・データ活用の課題に対する共通認識の形成 

• 適切なシステム選定・導入の促進 

• データ活用の効果の向上 

• システム開発・提供コストの削減 

成熟度マップ ロードマップ 

http://3pljapan.com/


13 
成果物① -成熟度マップ 

目指す姿とそこに至る段階を可視化するために、成熟度（IT活用の深度）を５段階のレベルで定義した。目的の 

視座の上昇と成熟度レベルの昇級が連動しており、その文脈でステップを明示することで現在地の把握を促す。 

成熟度マップ 

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５ 

アナログ デジタル化 標準化 全体最適化 戦略機能化 

状態 

人の手作業を中心に 

実務運用が行われて 

いる状態 

ソフトウェアや 

ロボットの導入により 

システム化された状態 

得られたデータで単一
拠点・工程の品質が 

均一化された状態 

複数工程がデータと 

運用の両面でつながり 

品質が全体的に均一化 

された状態 

全体最適化を経て 

物流をコアの価値軸と 

してビジネス構造や 

SCMが変革した状態 

ステップ 

経営層 

視点の目的 
未活用（属人化） リソースの最適活用 

データ分析により 

計画性を向上する 

経営判断指標を全社 

レベルで共通化する 

企業価値向上に直結 

するコアコンピタンス 

現場作業者 

視点の目的 
未活用（属人化） 

自動化等により 

生産性を向上させる 

属人性を排除し 

再現性を担保する 

上流から下流までが 

連携し生産性を向上 

付加価値を意識した 

業務で価値が上がる 

手作業 

勘と経験 

SCMの 

変革 

付加価値の 

獲得 

複数工程の 

結合 

情報の 

偏在や 

不整合の 

解消 

プロセスの 

型化 

・ 

再現性担保 

データの 

取得 

管理分析 

変数の 

可視化 

人手による 

効率化 

カイゼン 

手作業の 

置き換え 

・ 

効率化 

http://3pljapan.com/


14 
ロードマップのサマリ 

工程数：15 

ソリューション数：18 

事例数：14 

入荷から出荷までの一般的な業務工程 

各工程に対応するソリューション 

各ソリューションの公開事例 

成熟度ロードマップ_v1.6.xlsx - Google スプレッドシート 

http://3pljapan.com/
https://docs.google.com/spreadsheets/d/196CeJKWmiMRhKUaMPOLc1gYOaY6QfzrS/edit?gid=712809939#gid=712809939
https://docs.google.com/spreadsheets/d/196CeJKWmiMRhKUaMPOLc1gYOaY6QfzrS/edit?gid=712809939#gid=712809939
https://docs.google.com/spreadsheets/d/196CeJKWmiMRhKUaMPOLc1gYOaY6QfzrS/edit?gid=712809939#gid=712809939
https://docs.google.com/spreadsheets/d/196CeJKWmiMRhKUaMPOLc1gYOaY6QfzrS/edit?gid=712809939#gid=712809939
https://docs.google.com/spreadsheets/d/196CeJKWmiMRhKUaMPOLc1gYOaY6QfzrS/edit?gid=712809939#gid=712809939
https://docs.google.com/spreadsheets/d/196CeJKWmiMRhKUaMPOLc1gYOaY6QfzrS/edit?gid=712809939#gid=712809939


15 
成果物② -ロードマップ 

ロードマップ 
成熟度レベルを上げる施策と事例を業務工程別に整理し、ステップの踏み方を明示。 

レベル１：アナログ 
レベル２：デジタル化 

ステップ２-１：手作業の置き換え・データ取得 

状態 主な課題 状態 事例 主な課題 

入
庫
業
務 

入
庫
検
品 

入荷リストと入荷予定を 
人が目検で突合し、欠品や

入荷ミスなどないか 

確認している 

誤認や抜け漏れなどの 

作業ミスが発生する 

ハンディターミナル 

バーコードを機械で読み
込むことで誤認などの 

ミスがなくなる 
URL 

物量が多いと人手がかかり、
決められた運用が守られな
いなどのケースが発生 

ピース/ケースソーター 

手作業から機械に置き換
えて自動で仕分けを実施 

処理能力が向上 
URL 

繁閑差が大きい業態や商材
では荷量の増大や減少に 

対応しきれない 

仕
分
け 

入荷リストなどを基に 

人が格納先のフロアや 

棚などのロケーションを 

回って人手で摘み取る 

人の誤認により商品や数
量などのミスが発生する 

DAS/GAS 

ロボットソーター 

（AGV） 

荷
下
し 

トラック荷室やパレットな
どから商品を下ろす作業は
人手（フォーク含む） 

作業に人手がかかりミス
のリスクもある 

バランサー、リフター 

ステップ移行の施策 

物
流
の
主
な
業
務
工
程 

工程ごとの成熟度レベルの状態定義と次レベルへ進むための施策及び事例 

http://3pljapan.com/


16 
成果物② -ロードマップ 事例1 

出荷・返品 

レベル２：デジタル化 

ステップ２-１：手作業の置き換え・効率化 ステップ２-２：データの管理・分析 

状態 主な課題 状態 事例 

入
庫
業
務 

入
庫
検
品 

バーコードを機械で読み込むこ
とで誤認などのミスがなくなる 

物量が多いと人手がかかり、決
められた運用が守られないなど

のケースが発生 
RFID 

物量が多かったり、バーコード
の無いまたは貼付が難しい商品

でも自動で検品ができる 

RFID×ロボットソーター 

手作業から機械に置き換えて 

自動で仕分けを実施 

処理能力が向上 

繁閑差が大きい業態や商材では
荷量の増大や減少に対応しきれ

ない 

ロボットソーター（AGV） 

繁閑波動に応じて使用するロボ
ット台数を柔軟に変更できるた
め、波動に合わせて処理能力及

びコストを流動化できる 

ステップ移行の施策 

事例概要 

出典：SGホールディングス社HP（ニュース |佐川グローバルロジスティクス株式会社 (sagawa-logi.com) 

佐川グローバルロジスティクス株式会社 東松山SRC 

主な課題 

 ヒューマンエラーによる誤発送が発生 

 繁閑差が大きく大型マテハンは非効率 

 ハンディターミナルは操作が複雑 

導入効果 

 出荷作業は1.32倍の生産性向上 

 煩雑な返品作業は4.43倍の生産性向上 

 ミス撲滅、人員27%削減、早期戦力化 

ロボットソーター（AGV）「t-Sort」35台とRFIDシステムを導入し、デジタル化 

http://3pljapan.com/
https://www.sagawa-logi.com/news/20210804/538.html
https://www.sagawa-logi.com/news/20210804/538.html
https://www.sagawa-logi.com/news/20210804/538.html
https://www.sagawa-logi.com/news/20210804/538.html
https://www.sagawa-logi.com/news/20210804/538.html
https://www.sagawa-logi.com/news/20210804/538.html
https://www.sagawa-logi.com/news/20210804/538.html
https://www.sagawa-logi.com/news/20210804/538.html


17 
成果物② -ロードマップ 事例2 

梱包・包装 

レベル２：デジタル化 

ステップ２-１：手作業の置き換え・効率化 ステップ２-２：工程間の自動化 

状態 主な課題 状態 事例 

在
庫
業
務 

梱
包
・
包
装 

梱包機によって自動で梱包とそ
れに付随する作業が自動で行わ

れる 

・バラ品の場合は前工程の作業
がボトルネックに 

 
・物量の増加時には多くの人員

確保が必要 

製函機、封函機やラベラー 

他の機器との組み合わせ 

・ピッキングとパッキングを一
か所・同時に行えるため効率

化・省人化 
・商品が作業者の手元に届くた
め、ミスを低減・作業者の負担

軽減 

次世代型マルチシャトル 

× 

自動製函機・封函機 

ステップ移行の施策 

事例概要 

出典：トーヨーカネツ株式会社（導入事例 |株式会社資生堂様（西日本物流センター／物流システム構築） 

株式会社資生堂／西日本物流センター 様 

主な課題 

 得意先への安定的な当日納品 

 物量の増加時やカート集品は多くの人員確保が必要 

 バラ品のピッキングは人が歩きまわり商品を探している 

 品質の安定（ミスの低減） 

 フレキシブルに倉庫を使用したい 

導入効果 

 即日納品に余裕をもって遂行する体制を確立 

 ピッキングとパッキングが同じ場所でできるため効率化・省人
化を実現 

 商品が作業者の手元に届く仕組みのため、ミスを低減でき作業
者の負担軽減 

 高速化、効率化による生産性向上 

 コンパクト設計により大幅な省スペース化 

次世代型マルチシャトルに製函と封函の自動化も加えることで 

商品のピッキングから梱包と荷札のラベリングまで同時に行う 

歩行レスの出荷システム 

http://3pljapan.com/
https://www.tksl.co.jp/case-study/ShiseidoCo.,Ltd_Western Japan_GP3.html
https://www.tksl.co.jp/case-study/ShiseidoCo.,Ltd_Western Japan_GP3.html
https://www.tksl.co.jp/case-study/ShiseidoCo.,Ltd_Western Japan_GP3.html


18 
【導入事例】株式会社資生堂／西日本物流センター様 GP3事例紹介映像 

http://3pljapan.com/
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資料ダウンロードのご案内 

協会のHPにて近日公開 

http://3pljapan.com/


20 
今後に向けて 

• 今回「成熟度マップ」と「ロードマップ」を無事作成することが出
来ました。 

• デジタル化・標準化は成熟度の道半ばです。次のステップである全
体最適化やより高度な戦略機能化へ向けて、引き続き我々物流に関
わる企業同士が連携して研究することで物流業界へ少しでも貢献出
来ればと考えております。 

• 研究だけでなく、物流現場での実践を通しての改善事例の普及も必
要です。この両輪が重要と考えております。 

• 現在物流システムの「自動化・効率化」はめざましく、新たな事例
と共にロードマップの更新に取り組めればと考えております。 

http://3pljapan.com/
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